
　　　　　　　　　　　　　　　　　　私が西条市の国際交流員として愛媛県へ来たのは１年前のこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　です。自分が選んだというよりも、偶然西条市に派遣されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学時代に留学していた千葉県に比べると、確かに愛媛県の方が
　　　　　　　　　　　　　　　　　断然穏やかで大自然にあふれています。しかし、私たち日本に住
　　　　　　　　　　　　　　　　　んでいる外国人が、どこにいても必ず、ある程度経験せざるを得
　　　　　　　　　　　　　　　　　ないことがあります。
　それは、外国人として特別扱いされることです。例えば、外国の人がお箸を使えると褒められること
がよくあります。頻繁に言われ過ぎるせいか、これは日本に住んでいる多くの外国人の怒りのもとにな
っています。でも私は、実際に、自分の箸使いが人よりうまいなら、怒らなくてもいいかな…と少し自
惚れることにしています。もちろん、外国人の経験はこのお箸の件に限りません。家族や恋人のこと、
身長や靴のサイズを聞かれるのは日常茶飯事です。日本人は、日本の食文化が外国人にとって斬新なも
のだろうと思うかもしれませんが、「和食が食べられるんですか？」と聞くのも、もしかして特別な扱い
ではないでしょうか。なぜかというと、私たち外国人が自国にいて、日本人がハンバーガーを食べてい
るのを見ても、「ハンバーガー食べられるの？」とは絶対聞こうと思わないからです。
　しかし、どこにいるかに関わらず「なぜ日本が好き？」という質問には常に答えてきました。今まで
いろいろな答えをしたことがあります。食事がおいしいからとか、映画や音楽が違っていて面白いから
とか、大江健三郎の文学にはまったからなどです。けれども今は、私の人生はたまたま日本に大きくつ
ながってきたのだと思います。外国人でも日本人でもなく、私は世界の中に生きています。それがミネ
ソタから日本へとたどり着いたわが道 “ｍy　way” なのです。

▲国際交流員

　ケイレブ・デマレーさん
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　８月号に掲載したさいじょう文芸広場で、川柳の作
者に誤りがありました。お詫びして、訂正いたします。
［正］毛利春子　［誤］弓山鶴子
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